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編 集 後 記
　花嫁・日川白鳳・暁星…と今年も甘い桃の季節

となりました。体重計の針を気にしながらも、あ

と一つ。

　七月八日、陸上競技県大会に醸中生が出場、に

わか応援団を組みかけつけました。黄色い（？）

声援にも動ぜず、200m予選から。なんと、大会

新！応援にも熱が入ります。子ども達からたくさ

んパワーをもらい我々議会も頑張らねば。

（K・S）
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今
回
の
定
例
議
会
開
催
は
、

休
日
だ
か
ら
傍
聴
人
も
多
い
の

で
は
と
思
っ
た
が
、
十
名
前
後

と
少
人
数
で
特
に
曜
日
に
関
係

は
な
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。

一
般
質
問
は
六
名
の
議
員
に
よ

る
も
の
で
、
提
出
議
案
内
容
か

ら
終
了
ま
で
傍
聴
し
た
か
っ
た

が
午
前
中
で
退
場
し
た
。
配
布

資
料
の
一
般
質
問
通
知
書
に
は
、

質
問
事
項
と
要
旨
が
詳
細
に
記

さ
れ
て
お
り
大
変
参
考
と
な
る

も
の
で
、
町
の
答
弁
内
容
に
つ

い
て
は
「
議
会
だ
よ
り
」
に
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

特
に
質
問
項
目
中
、
福
島
蚕

糸
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

三
議
員
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
蚕
糸
跡
地
及
び
旧
中

学
校
跡
地
等
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
常
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
私
的
な
考
え
を
述
べ
さ

せ
て
も
ら
う
。

　

蚕
糸
跡
地
に
つ
い
て
町
の
基

本
的
な
方
針
は
、
半
分
は
商
業

施
設
、
残
り
半
分
は
公
園
に
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
六
月

末
現
在
の
町
の
人
口
は
一
万
三

千
四
百
二
十
六
名
で
あ
る
。
平

成
七
年
か
ら
は
七
百
九
十
五
名

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

要
因
は
出
生
率
が
低
く
死
亡
率

が
高
い
こ
と
で
あ
り
今
後
も
続

く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
ゆ
え

に
、
少
し
で
も
人
口
増
を
図
る

施
策
が
最
も
大
切
な
事
と
思
う
。

第
一
に
、
有
力
企
業
を
誘
致
す

る
こ
と
で
雇
用
創
出
に
よ
る
住

民
（
若
年
層
）
の
転
出
防
止
に

も
な
る
。
ま
た
、
低
価
格
の
住

宅
も
必
要
だ
と
思
う
。

　

旧
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、

人
口
維
持
対
策
と
し
て
幼
児
も

含
め
子
供
達
の
遊
園
地
や
高
齢

者
の
た
め
の
運
動
施
設
等
、
町

民
の
利
用
度
の
高
い
施
設
を
望

む
も
の
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く
。

桑
折
　

Ｈ
・
Ｎ

　

町
議
会
の
傍
聴
の
機
会
を
得

て
、
ふ
と
、
こ
の
町
の
将
来
は

ど
う
な
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
と

心
配
に
な
っ
て
き
た
。

　

蚕
糸
跡
地
利
活
用
や
行
財
政

改
革
問
題
な
ど
、
一
向
に
解
決

の
方
向
す
ら
見
え
て
こ
な
い
。

　

コ
ン
サ
ル
に
丸
投
げ
し
、
安

易
な
方
法
で
対
応
し
よ
う
と
し

た
甘
さ
が
災
い
し
毎
議
会
で
問

題
と
さ
れ
、
そ
の
後
の
町
政
の

混
乱
を
招
い
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
向
け
て
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
示
さ
れ
て
い
な
い

し
、
こ
の
後
の
進
行
管
理
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
さ
え
定
か

で
は
な
い
。
町
長
の
説
明
で
は
、

複
数
の
会
社
か
ら
の
企
画
提
案

は
あ
っ
た
が
「
顔
の
見
え
る
経

営
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
つ

つ
今
後
詰
め
て
行
く
」
と
意
味

不
明
の
答
弁
は
あ
っ
た
が
、
解

決
に
向
け
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
も
行
い
、
一
日
で
も
早
く
問

題
解
決
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ

ろ
う
。

　

今
、
こ
の
町
の
財
政
状
況
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
議
員

自
ら
も
分
析
し
、
町
の
財
政
実

態
を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

町
は
、
全
国
や
県
内
の
類
似

団
体
と
の
財
政
指
標
の
比
較
か

ら
、
財
政
状
況
は
良
い
方
に
あ

る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
十
年
間
の
町
の
重
点
施
策

の
順
位
を
見
る
と
、
今
後
の
方

向
づ
け
も
自
ず
と
違
っ
た
も
の

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
等
、
い
わ
ゆ

る
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含
む
決
算

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
実
態
に
合
っ
た
姿
が
は
っ

き
り
し
、
自
治
体
も
、
生
き
残

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
施
策

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
ま
さ
に
正
念
場
と
な
っ
て

行
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の

目
と
足
で
立
て
る
地
域
の
実
態

に
あ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の

あ
る
施
策
の
展
開
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

伊
達
崎
　

Ｋ
・
Ｔ

席聴傍

議
会
を
傍
聴
し
て

自
ら
の
手
で
解
決
を
！
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国
会
に
お
い
て
、
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

平
成
二
十
年
四
月
三
十
日
に
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
遡
及

適
用
で
き
な
い
改
正
項
目
に
つ

い
て
、
町
税
条
例
の
一
部
を
早

急
に
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　平成20年第３回定例会は、休日議会を開催して

から９回目となり、6月22日㈰から24日㈪までの３

日間の会期で開催されました。

　町長提出の議案は、専決処分の承認１件、条例改

正８件、補正予算３件、報告５件です。

　すべて原案のとおり可決されました。

専
決
処
分

条
例
改
正

町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
住
民
税
の
寄
付
金
税
制

の
見
直
し
、
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
な
ど
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改

正
　

企
業
立
地
促
進
法
に
規
定
す

る
集
積
地
区
内
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
不
均
一
課
税
の
規
定

新
設
及
び
、
特
別
工
業
等
導
入

地
区
に
お
け
る
不
均
一
課
税
の

対
象
と
な
る
期
間
を
延
長
す
る

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
導
入

に
よ
り
、
負
担
増
と
な
る
関
連

の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。
さ

ら
に
平
成
十
九
年
中
の
総
所
得

金
額
及
び
平
成
二
十
年
度
固
定

資
産
税
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎

課
税
額
並
び
に
介
護
納
付
金
課

税
額
の
算
定
に
か
か
る
所
得
割

等
の
按
分
率
及
び
軽
減
額
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

※
別
表
参
照

町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標

準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
項

等
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

普
通
徴
収
に
係
る
保
険
料
の

納
期
を
町
税
及
び
介
護
保
険
料

の
納
期
に
統
一
す
る
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改

正町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
改
正

　

町
営
住
宅
の
入
居
に
つ
い
て
、

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
の
入
居
を
制
限

す
る
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
か
ら

飯
野
町
の
脱
退
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て

　

七
月
一
日
に
福
島
市
に
編
入

合
併
す
る
飯
野
町
が
、
六
月

三
十
日
を
も
っ
て
組
合
か
ら
脱

退
す
る
こ
と
に
伴
い
、
飯
野
町

に
帰
属
す
る
財
産
を
処
分
す
る

も
の
で
す
。

医　　療 支 援 金 合　　計 介　　護 軽 減 判 定

あ

ん

分

率

所 得 割 6.75％ 1.01％ 7.76％ 1.95％

資 産 割 �7.79％ 4.14％ 31.93％ 9.48％

均 等 割 ��,500 円 3,400 円 �5,900 円 8,900 円

平 等 割
�0,800 円 3,100 円 �3,900 円

5,700 円
10,400 円 1,550 円 11,950 円

軽

減

額

７
割
軽
減

均等割 15,750 円 �,380 円 18,130 円 6,�30 円 法第 703 条の 5 第 1 項に
規定する総所得金額等が
法 314 条の � 第 � 項に規
定する金額を超えない世帯
　　330,000 円以下

平等割
14,560 円 �,170 円 16,730 円

3,990 円
7,�80 円 1,085 円 8,365 円

５
割
軽
減

均等割 11,�50 円 1,700 円 1�,950 円 4,450 円 １人につき �45,000 円を加算
した金額を超えない世帯

（当該納税義務者を除く）
平等割

10,400 円 1,550 円 11,950 円
�,850 円

5,�00 円 775 円 5,975 円

２
割
軽
減

均等割 4,500 円 680 円 5,180 円 1,780 円
１人につき 350,000 円を加算
した金額を超えない世帯平等割

4,160 円 6�0 円 4,780 円
1,140 円

�,080 円 310 円 �,390 円

限　度　額 470,000 円 1�0,000 円 590,000 円 90,000 円

国 保 税 あ ん 分 率 表■別表

６
定
月
例 会
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補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
七
百
五
十
四
万
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
四
十

億
四
千
九
百
四
万
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

《
補
正
す
る
主
な
も
の
》

歳　

入

◆

繰
越
金　

六
百
三
十四

万
千
円

◆

諸
収
入　
　
　

百
二
十
万
円

歳　

出

◇

国
道
四
号
拡
幅
工
事
に
伴
う

施
設
案
内
板
移
設
工
事
費

二
百
五
十
四
万
千
円

◇

無
電
柱
化
負
担
金

二
百
五
十
万
円

◇

伊
達
崎
小
耐
震
補
強
・
大
規

模
改
造
工
事
監
理
業
務
委
託
料

二
百
五
十
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

千
四
百
八
十
万
五
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
十
二
億
七
千

六
十
五
万
八
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

《
補
正
す
る
主
な
も
の
》

歳
入　

減
額

◇

国
民
健
康
保
険
税

九
百
五
十
二
万
四
千
円

◇

療
養
給
付
費
等
交
付
金

八
千
八
十
一
万
九
千
円

◇

前
期
高
齢
者
交
付
金

六
千
七
百
六
十
二
万
円

歳
入　

増
額

◆

国
庫
支
出
金

八
千
三
百
六
十
八
万
八
千
円

◆

県
支
出
金

千
四
百
十
六
万
三
千
円

◆

繰
入
金

二
千
百
六
十
六
万
三
千
円

◆

繰
越
金　

二
千
三
百
万
千
円

歳
出　

減
額

◆

予
備
費　
　
　

千
五
百
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計

　
　
　

補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
四
千
四
百
五
十
六
万
八
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
一
億

八
千
九
百
十
一
万
四
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳　

出

◇

一
般
会
計
へ
繰
出
金

四
千
四
百
五
十
二
万
三
千
円

《
財
源
の
主
な
も
の
》

◆

繰
越
金

二
千
四
百
三
十
四
万
六
千
円

◆

国
庫
支
出
金

千
七
百
七
十
五
万
六
千
円

報　
　

告

一
般
会
計

　

平
成
十
九
年
度
繰
越
明
許
費

○

福
島
蚕
糸
跡
地
利
用
計
画
策

定
業
務　
　
　
　
　

二
百
万
円

　

平
成
十
九
年
度
事
故
繰
越
し

○

橋
梁
維
持
管
理
事
業
〈
ガ
ー

ド
橋
〉

　
　
　

七
百
三
十
三
万
三
千
円

特
別
会
計

　

平
成
十
九
年
度
繰
越
明
許
費

○

公
共
下
水
道
事
業
実
施
設
計

委
託
業
務

　
　
　

三
百
六
十
七
万
五
千
円

人
事
案
件

町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
町
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
次
の

四
名
を
推
薦
し
ま
し
た
。

○

安　

永　

吉　

克

　

桑
折
町
落
合
六
十
番
地

　

昭
和
三
十
五
年
七
月
三
日
生

○

渡　

邉　

英　

直

　

桑
折
町
大
字
成
田

　
　
　
　

字
白
銀
四
十
六
番
地

　

昭
和
二
十
九
年

　
　
　
　
　
　

十
一
月
六
日
生

○

蓬　

田　

正　

信

　

桑
折
町
大
字
伊
達
崎

　
　
　

字
西
舘
六
番
地
の
一

　

昭
和
二
十
四
年

　
　
　
　
　

十
月
二
十
七
日
生

○

佐　

藤　

日
出
夫

　

桑
折
町
大
字
谷
地

字
作
田
三
十
九
番
地

　

昭
和
二
十
三
年
十
月
一
日
生

伊
達
崎
小
学
校
耐
震
補
強
及
び

大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て

・
契
約
目
的

　

伊
達
崎
小
学
校
耐
震
補
強
及

び
大
規
模
改
造
工
事

・
契
約
金
額

　

五
千
百
四
十
五
万
円
（
う
ち

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
二
百

四
十
五
万
円
）

・
契
約
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

・
契
約
の
相
手
方

　

佐
藤
工
業
株
式
会
社伊

達
支
店

　

伊
達
市
梁
川
町

字
東
土
橋
十
五―

一

臨
時
会
７

８



議会だより― 4 

原　
　

賢
志

議
員

企
業
選
定
は
早
い
者
勝
ち
か

地
域
に
寄
与
で
き
る
企
業
に

答　

町
長　

⑴
商
工
会
へ
の
説

明
は
六
月
二
十
四
日
予
定
。
九

月
頃
ま
で
に
商
業
施
設
決
定
し

た
い
。
町
民
の
意
見
も
聴
取
し

た
い
⑵
㈱
ヤ
マ
ザ
ワ（
ス
ー
パ

ー
、ド
ラ
ッ
ク
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
等
）、ロ
ッ
ク
開
発
（
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
ー
が
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
、

物
販
専
門
店
十
四
店
舗
）
の
二

社
。
貴
重
な
公
有
地
で
あ
り
、

地
域
に
貢
献
・
寄
与
で
き
る
企

業
と
話
し
合
い
進
め
て
い
き
た

い
。
⑶
募
集
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上

の
独
居
者
）
等
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
現
状
と
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
現
在
の
利
用
率
は
約
七
割
で

あ
る
。
残
る
三
割
の
未
使
用

券
の
要
因
と
今
後
の
事
業
の

充
実
・
拡
充
は
。

⑵
民
生
委
員
に
届
く
〝
声
〟
の

対
応
策
は
。

答　

町
長　

⑴
外
出
支
援
と
経

済
的
負
担
軽
減
を
図
る
事
業
で

あ
り
予
防
介
護
に
も
一
役
担
っ

て
い
る
が
、
配
布
対
象
者
の
検

討
も
今
後
必
要
で
あ
る
。
⑵
毎

月
一
度
の
定
例
会
を
開
催
し
、

担
当
課
で
住
民
基
本
台
帳
を
証

合
し
て
対
応
し
て
い
く
。

羽
根
田
八
千
代

議
員

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
現
状
は

配
布
対
象
者
も
含
め
検
討
す
る

半
田
山
自
然
公
園

施
設
整
備
は

手
す
り
の
設
置
と

ト
イ
レ
検
討

問　

山
開
き
や
〝
ハ
ー
ト
レ
イ

ク
〟と
称
し
、観
光
に
一
役
担
っ

た
半
田
山
で
は
あ
る
が
、
来
訪

者
の
安
全
・
安
心
確
保
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
管
理
棟
前
の
階
段
の
手
摺
り

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

⑵
公
園
内
公
衆
ト
イ
レ
（
多
目

的
広
場
入
口
）
の
整
備
時
期

と
考
え
る
が
如
何
か
。

⑶
桜
の
み
な
ら
ず
、
四
季
折
々

の
景
観
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
提
供
し
、
来
客
増
を
試

み
て
は
。

⑷
臨
時
バ
ス
の
今
後
の
対
応
と

Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
強
化
は
。

問　

福
島
蚕
糸
跡
地
利
活
用
に

つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
・
内

容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⑵
提
案
・
プ
レ
ゼ
ン
が
な
さ
れ

た
企
業
名
・
内
容
・
対
応

⑶
進
出
希
望
者
の
募
集
及
び
選

考
方
法

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

一般質問

町政を問う
6 名登壇
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半
澤　
　

高

議
員

「
役
場
」
外
部
の

意
見
を

町
民
目
線
で
の

検
討
は
重
要
だ

問　

行
財
政
改
革
に
関
し
て
、

役
場
外
部
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
行
革
の
進
捗
状
況
に
関

し
て
も
行
革
懇
談
会
の
メ
ン

バ
ー
の
方
々
に
、
短
時
間
の
会

議
で
の
報
告
・
承
認
で
は
な
く
、

答　

町
長　

⑴
今
年
度
中
に
設

置
出
来
る
よ
う
着
手
す
る
。
⑵

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

総
合
的
判
断
で
検
討
す
る
。
⑶

山
野
草
の
保
護
を
図
り
な
が
ら

半
田
山
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

く
。
⑷
公
園
内
駐
車
場
の
混
雑

緩
和
の
為
に
も
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
に
継
続
を

強
く
要
望
し
て
い
く
。

環
境
と
健
康
に

自
転
車
普
及
を

二
酸
化
炭
素
削
減を

推
進

問　

地
球
環
境
温
暖
化
防
止
の

取
り
組
み
と
今
後
の
方
策
に
つ

い
て
伺
う
。

⑴
庁
舎
内
で
更
に
安
定
し
削
減

し
続
け
る
た
め
の
具
体
策
は
。

⑵
業
務
内
に
お
け
る
自
転
車
の

利
用
現
状
は
。

⑶
「
三
元
車
」
発
祥
の
街
な
ら

で
は
の
職
員
の
自
転
車
通
勤

状
況
は
。

⑷
花
葦
ず
で
温
暖
化
対
策
と
景

観
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
。

答　

町
長　

⑴
地
球
温
暖
化
対

策
地
域
推
進
計
画
の
策
定
に
取

り
組
む
。
⑵
三
台
所
有
し
、
月

二
十
五
回
程
度
利
用
。
⑶
職
員

の
一
割
程
度
で
今
後
普
及
を
呼

び
か
け
る
。
⑷
エ
ア
コ
ン
の
使

用
縮
減
に
も
繋
が
り
期
待
す
る
。

又
、
街
道
の
景
観
づ
く
り
に
向

け
検
討
す
る
。

問　

蚕
糸
跡
地
利
活
用
に
関
し

て
、
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
二

社
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
と
聞
く

が
、
会
社
名
及
び
接
触
時
期
、

さ
ら
に
は
今
後
に
お
け
る
選
択

基
準
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答　

町
長　

提
案
が
あ
っ
た
の

は
㈱
ヤ
マ
ザ
ワ
と
ロ
ッ
ク
開
発

㈱
で
あ
り
、
ヤ
マ
ザ
ワ
は
平
成

十
八
年
一
月
中
旬
頃
よ
り
十
四

回
、
ロ
ッ
ク
開
発
は
平
成
十
九

年
十
月
九
日
以
降
七
回
来
庁
し

て
い
る
。
商
業
施
設
に
は
、
健

全
な
町
づ
く
り
や
地
域
振
興
に

深
く
関
わ
り
、
地
域
貢
献
の
意

欲
が
高
い
事
業
者
を
と
考
え
て

い
る
。

　

利
活
用
計
画
に
つ
い
て
は
、

商
施
設
関
係
を
九
月
頃
を
目
途

に
ま
と
め
、
公
共
用
地
等
に
つ

い
て
も
併
せ
て
検
討
し
、
年
内

に
は
策
定
し
た
い
。

商
業
施
設
の
業
者
は

九
月
頃
を
目
途
に
決
め
た
い

ひ
と
つ
ひ
と
つ
時
間
を
か
け
て

点
検
・
分
析
・
評
価
を
し
て
い

た
だ
き
今
後
に
活
か
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

町
長　

効
率
的
か
つ
効
果

的
な
行
政
を
執
行
す
る
う
え
で

は
、
役
場
内
部
の
み
な
ら
ず
、

町
民
の
目
線
で
十
分
な
検
討
を

重
ね
る
こ
と
は
、
理
解
と
協
力

を
得
る
た
め
に
重
要
だ
。

　

懇
談
会
委
員
は
、
幅
広
い
分

野
か
ら
選
出
し
て
お
り
、
長
時

間
拘
束
す
る
の
が
困
難
な
場
合

も
あ
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は

限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
運
営
し
た
い
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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発
達
障
が
い
児
へ
の

対
応
は

き
め
細
か
な指

導
を
実
施

問　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
や
Ｌ
Ｄ
な
ど
の

発
達
障
が
い
に
関
し
て
、
町
の

教
育
現
場
等
で
ど
の
よ
う
な
対

応
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

教
育
長　

小
学
校
、
中
学

校
、
桑
折
こ
ど
も
園
に
お
い
て

は
、
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
障
が
い
に
つ
い
て

の
識
見
や
指
導
法
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
研
修
会
等
で
学
習
し
、

職
員
同
士
、
障
が
い
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
り
適
切
な
指
導

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

※
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多

動
性
障
害
）
多
動
性
、
不
注
意
、

衝
動
性
を
症
状
の
特
徴
と
す
る

発
達
障
害
も
し
く
は
行
動
障
害

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
聞
く
、
話

す
、
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る

又
は
推
論
す
る
能
力
の
う
ち
特

定
の
も
の
の
習
得
と
使
用
に
著

し
い
困
難
を
示
す
様
々
な
状
態

川
名　

靜
子

議
員

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
の
見
直
し
は

関
係
法
令
と
の
整
合
性
を
図
る

⑵
本
町
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
の
実
態

と
相
談
先
は
。

答　

町
長　

⑴
国
・
県
等
の
プ

ラ
ン
を
参
考
に
す
る
な
ど
、
プ

ラ
ン
策
定
後
に
整
備
さ
れ
た
関

係
法
令
と
の
整
合
性
を
図
る
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対

応
も
含
め
、
現
在
見
直
し
の
手

法
を
検
討
し
て
い
る
。
⑵
一

件
の
相
談
が
あ
り
関
係
機
関

（
県
女
性
の
た
め
の
支
援
セ
ン

タ
ー
）
と
連
携
を
図
り
適
切
に

対
応
し
た
。

問　

男
女
が
共
に
仕
事
・
家
事
・

子
育
て
・
介
護
を
両
立
さ
せ
る

環
境
づ
く
り
を
重
視
し
、
企
業

や
団
体
に
働
き
か
け
、
社
会
全

体
で
こ
れ
を
支
え
る
仕
組
み
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
点
を
伺
う
。

⑴
基
本
目
標
の
ど
こ
に
重
点
を

置
く
の
か
。

国
際
交
流
事
業
の

方
向
性
は

今
後
・
中
学
生
を

対
象
に
派
遣

問　

姉
妹
都
市
交
流
が
始
ま
っ

て
十
五
年
。
昨
年
ま
で
に
百
五

十
名
以
上
の
人
が
交
流
に
参
加

し
た
。
見
聞
を
広
め
実
体
験
で

得
た
も
の
を
い
か
に
多
く
の
町

民
に
知
ら
せ
、
活
か
し
て
い
く

か
。
も
っ
と
活
躍
の
場
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ

で
次
の
点
を
伺
う
。

⑴
し
く
み
づ
く
り
の
計
画
は
。

⑵
今
後
の
事
業
の
方
向
性
は
。

答　

町
長　

⑴
・
⑵
こ
の
事
業

に
つ
い
て
は
十
八
年
度
か
ら
、

毎
年
中
学
生
を
対
象
と
し
て
派

遣
す
る
こ
と
で
、
交
流
成
果
の

多
く
を
財
産
と
し
て
残
し
、
学

校
全
体
の
国
際
理
解
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
が
、
小
学
生
か

ら
町
民
全
体
の
国
際
理
解
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え

進
め
て
い
る
。

町
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
は

商
店
街
活
性
化
に効

果
が

問　

三
月
二
日
に
行
わ
れ
た

〝
街
道
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
〟
の
結
果
か
ら

〝
御
蔵
の
一
周
年
〟
と
合
わ
せ
、

五
月
二
十
五
日
第
一
回
の
〝
軽

ト
ラ
市
〟
が
実
施
さ
れ
た
。
ね

ら
い
と
す
る
賑
わ
い
の
効
果
を

ど
の
よ
う
に
促
え
て
い
る
か
を

伺
う
。

答　

町
長　

軽
ト
ラ
市
は
、
歩

い
て
楽
し
め
る
街
づ
く
り
懇
談

会
で
報
告
さ
れ
、
商
店
街
活
性

化
に
向
け
て
実
施
さ
れ
た
。
軽

ト
ラ
市
・
桑
折
御
蔵
・
本
町
中

央
商
店
会
の
青
空
市
と
、
街
中

を
歩
く
か
た
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
賑
わ
い
の
効
果
は
町
民
主

体
の
事
業
と
し
て
町
に
定
着
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と

商
店
街
活
性
化
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

半
田
山
崩
落
の

記
念
事
業
は

町
民
と
共
に記

念
の
年
に

問　

数
あ
る
町
の
財
産
の
中
で

も
特
に
、
半
田
山
・
半
田
沼
・

そ
し
て
郡
役
所
の
歴
史
は
後
世

に
語
り
継
ぎ
、
残
し
て
い
く
た

め
に
も
百
年
と
い
う
節
目
の
歴

史
的
な
日
を
、
多
く
の
町
民
の

方
々
と
迎
え
る
記
念
の
年
に
ふ

さ
わ
し
い
事
業
・
行
事
の
開
催

は
あ
る
か
次
の
二
点
を
伺
う
。
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相
原　

京
子

議
員

問　

町
民
の
健
康
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
国
保
に
関
し
次
の
こ

と
を
伺
う
。

⑴
病
気
や
事
故
、
災
害
で
急
激

に
経
済
状
態
が
悪
化
し
た
場

合
に
は
、
保
険
料
減
免
制
度

が
あ
る
が
、
周
知
徹
底
は
さ

れ
て
い
る
か
。

⑵
国
保
税
の
滞
納
状
況
と
改
善

の
見
通
し
は
。

⑶
今
年
か
ら「
特
定
健
康
診
査
」

が
行
わ
れ
る
が
住
民
負
担
増

は
い
く
ら
に
な
る
か
。

⑷
公
費
を
確
保
し
、
無
料
検
診

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

⑴
広
報
こ
お
り
で

周
知
。
⑵
滞
納
世
帯
数
は
三
百

十
一
世
帯
で
前
年
度
よ
り
は
減

少
し
て
い
る
。
⑶
一
人
当
た
り

千
円
の
負
担
で
あ
る
。
⑷
生
活

保
護
世
帯
、
非
課
税
世
帯
は
、

無
料
。

広
域
連
合
へ

住
民
の
声
が
届
く
か

研
究
会
や

協
議
会
の
場
で
反
映

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
し
て
次
の
こ
と
を
伺
う
。

⑴
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
制
度
の
内
容
が
わ
か
る

に
つ
れ
、
国
民
の
怒
り
が
広

が
っ
て
い
る
。
町
民
の
評
価

は
。

⑵
広
域
連
合
へ
住
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
と
り
く
み
は
。

答　

町
長　

⑴
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
お
い
て
は
、
出
来
高

払
い
と
包
括
払
い
が
あ
る
が
、

包
括
払
い
（
定
額
制
）
と
な
る

の
は
、
届
出
を
し
た
か
か
り
つ

け
医
の
外
来
診
療
を
行
っ
た
場

合
の
み
で
あ
り
、
本
人
の
意
思

に
よ
り
選
択
も
で
き
る
。
高
齢

者
の
心
身
の
特
性
に
即
し
た
医

療
が
提
供
さ
れ
る
と
考
え
る
。

⑵
県
下
の
市
町
村
が
一
堂
に
会

す
る
実
務
者
研
究
会
及
び
担
当

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

輸
入
中
止
に

国
民
の
理
解
得
ら
れ
る

対
策
必
要

問　

昨
年
の
生
産
者
米
価
の
大

暴
落
は
、
政
府
が
推
奨
し
て
き

た
大
規
模
経
営
ほ
ど
大
き
な
打

撃
を
う
け
て
い
る
。
一
方
毎
年

七
十
七
万
ト
ン
も
コ
メ
（
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
）
を
輸
入
し

て
い
る
。
国
民
が
食
べ
る
こ
と

を
望
ま
な
い
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
の
輸
入
は
「
義
務
」
で
は

な
く
、「
輸
入
の
機
会
を
提
供

す
る
」
と
い
う
も
の
に
す
ぎ
な

い
。（
一
九
九
九
年
十
一
月
の

政
府
答
弁
）
世
界
的
な
コ
メ
不

足
の
な
か
、
た
だ
ち
に
Ｍ
Ａ
米

は
輸
入
中
止
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

町
長　

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
協
定
当
時
と
は
情
勢
が
変
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と

し
て
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

⑴
第
一
段
「
山
開
き
」
に
続
く

次
の
事
業
計
画
は
あ
る
か
。

⑵
企
画
か
ら
町
民
参
加
の
考
え

は
あ
る
か
。

答　

町
長　

⑴
・
⑵
半
田
沼
の

決
壊
か
ら
百
年
が
経
と
う
と
し

て
い
る
。
復
興
の
歴
史
を
後
世

に
語
り
継
ぎ
残
す
た
め
に
も
、

多
く
の
町
民
と
共
に
記
念
の
年

に
す
る
事
業
や
行
事
の
開
催
は

関
係
者
・
関
係
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
保
減
免
制
度
の
周
知
徹
底
を

「
広
報
こ
お
り
」
で
毎
年
周
知

課
長
が
出
席
す
る
協
議
会
の
場

で
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
考

え
だ
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

調
査
は

伊
達
市
と
国
見
町
の

情
報
収
集

問　

住
民
の
切
実
な
要
望
実
現

の
た
め
次
の
こ
と
を
伺
う
。

⑴
桑
折
駅
前
駐
車
場
は
、
い

つ
も
満
車
で
、
電
車
利
用
の

目
的
で
行
っ
て
も
車
を
止
め

て
お
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ

の
解
決
の
た
め
実
態
調
査
を

提
起
し
た
。
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
伺
う
。

⑵
デ
マ
ン
ド
交
通
（
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
）
の
調
査
・
研
究

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

町
長　

⑴
利
用
実
態
調
査

は
、
平
成
二
十
年
六
月
一
日
㈰

か
ら
、
六
月
八
日
㈰
ま
で
の
八

日
間
行
っ
た
。
平
日
の
九
時
か

ら
十
三
時
三
〇
分
の
間
は
満
車
、

土
、
日
は
八
十
％
の
利
用
で

あ
っ
た
。
⑵
デ
マ
ン
ド
交
通
に

つ
い
て
は
、
伊
達
市
と
国
見
町

の
情
報
収
集
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
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斉
藤　

松
夫

議
員

問　

住
民
自
治
協
議
会
の
設
立

準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
何
を
し
よ
う
と
す
る
の

か
。
住
民
要
望
実
現
の
た
め
の

行
政
と
住
民
と
の
協
働
の
取
り

組
み
を
、
ま
ず
先
行
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
設
立
準
備
が
す
す
ん
で

い
る
か
。

住
民
要
望
実
現
を
先
行
す
べ
き

可
能
な
も
の
は
対
応
す
る

答　

町
長　

住
民
が
自
発
的
、

主
体
的
に
町
づ
く
り
に
参
画
し
、

住
民
と
行
政
に
よ
る
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
目

的
だ
。
協
働
に
よ
り
要
望
実
現

が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
対

応
し
て
い
き
た
い
。
四
月
に
各

地
区
町
内
会
長
に
説
明
し
、
六

月
末
に
は
各
地
区
で
各
種
団
体

に
説
明
会
を
開
催
す
る
。
予
定

通
り
で
あ
る
。

常
任
委
員
会
提
言
へ
の

見
解
は

尊
重
し
て
対
処
す
る

問　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員

会
は
、
百
六
十
三
本
も
あ
る
道

水
路
改
良
要
望
に
応
え
る
た
め
、

行
政
と
住
民
の
協
働
に
よ
る
低

コ
ス
ト
施
工
の
推
進
が
必
要
と

考
え
、
こ
の
た
び
当
局
に
対
し

次
の
四
つ
の
提
言
を
ま
と
め
た
。

⑴
わ
か
り
や
す
い
事
業
名

⑵
町
内
会
へ
の
趣
旨
徹
底

⑶
事
業
の
計
画
的
実
施

⑷
推
進
体
制
の
強
化

所
見
は
ど
う
か
。

答　

町
長　

委
員
会
と
し
て
の

提
言
な
の
で
、
こ
れ
を
尊
重
し

て
対
処
し
て
い
き
た
い
。

蚕
糸
跡
地
利
用

進
ま
ぬ
原
因
は

計
画
立
案
へ幅

広
く
検
討

問　

計
画
づ
く
り
が
遅
れ
て
い

る
原
因
は
議
会
に
特
別
委
員
会

が
あ
る
か
ら
だ
と
の
風
説
が
一

時
流
さ
れ
た
。
し
か
し
、
特
別

委
員
会
が
な
く
な
っ
て
九
ヶ
月

た
つ
が
、
一
向
に
計
画
づ
く
り

が
進
ま
ぬ
。
そ
の
原
因
は
ど
こ

に
あ
る
と
考
え
る
か
。
商
業
施

設
誘
致
は
町
の
商
業
政
策
の
一

大
転
換
に
な
る
が
そ
の
よ
う
な

半
田
山
防
災
対
策
に

万
全
を

防
災
計
画
に
従
い

危
険
箇
所
周
知

問　

中
国
四
川
省
大
地
震
、
宮

城
・
岩
手
内
陸
型
地
震
の
報
道

に
大
規
模
地
滑
り
、
堰
止
め
湖

認
識
の
有
無
は
。
西
段
宅
地
は

完
売
の
見
通
し
だ
。
方
針
転
換

に
至
る
検
討
資
料
の
公
表
を
求

め
る
。

答　

町
長　

新
た
な
計
画
方
針

の
立
案
に
向
け
て
幅
広
く
検
討

し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。
宅
地
開

発
は
売
れ
残
り
の
恐
れ
が
あ
り
、

商
業
施
設
誘
致
に
方
針
を
変
え

た
。
資
料
公
表
は
答
弁
し
た
通

り
な
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き
た

い
。

の
出
現
と
決
壊
の
危
険
な
ど
の

報
道
が
あ
る
。
半
田
山
も
明
治

期
に
大
規
模
な
陥
没
地
滑
り
が

あ
り
、
堰
止
め
湖
と
し
て
の
半

田
沼
が
で
き
た
。
こ
れ
を
機
に

防
災
対
策
に
万
全
を
期
す
べ
き

だ
。
旧
円
形
分
水
下
の
亀
ぱ
り

水
路
の
抜
本
的
整
備
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。
ま

た
半
田
山
防
災
対
策
の
重
要
性

を
職
員
に
徹
底
し
て
い
る
か
。

答　

町
長　

危
険
箇
所
は
法
面

強
化
対
策
な
ど
で
水
路
機
能
保

全
に
努
め
る
。
町
防
災
計
画
に

従
い
危
険
箇
所
の
実
態
調
査
や

パ
ト
ロ
ー
ル
等
周
知
し
て
い
る
。

明
治
四
十
三
年
半
田
山
崩
落
時
被
害
状
況

半
田
沼
か
ら
駆
け
降
る
亀
ぱ
り
水
路
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請
願

　
　

・
陳
情

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
制
度

の
堅
持
と
教
育
予
算
の
充
実
を

求
め
る
請
願

〔
請
願
者
〕

　

福
島
県
教
職
員
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　

浦
井　

信
義

　

福
島
県
教
職
員
組
合

　
　

伊
達
支
部
長

　
　
　
　
　
　

菊
池　

哲
則

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択
（
意
見
書
提
出
）

「
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等

確
保
法
」（
仮
称
）
の
制
定
な

ど
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労

働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願

総
務
文
教
厚
生

常
任
委
員
会

〔
請
願
者
〕

　

福
島
県
飯
坂
建
設
組
合

　
　

組
合
長　

遠
藤　

熊
吉

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択
（
意
見
書
提
出
）

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
陳
情

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
県
保
険
医
協
会

　
　

理
事
長　

酒
井　
　

学

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択
（
意
見
書
提
出
）

「
非
核
日
本
宣
言
」
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

〔
陳
情
者
〕

　

原
水
爆
禁
止
福
島
県
協
議
会

　
　

代
表
理
事　

斎
藤　

勝
弥

　

原
水
爆
禁
止
福
島
地
区

　

協
議
会
代
表　

二
階
堂
次
男

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択
（
意
見
書
提
出
）

産
業
建
設
水
道

常
任
委
員
会

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入

停
止
を
求
め
る
請
願

〔
請
願
者
〕

　

福
島
県
北
農
民
連

　
　

代
表　

大
槻　

重
吉

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択
（
意
見
書
提
出
）

過
剰
な
農
薬
取
締
法
に
よ
り
、

植
物
か
ら
な
る
、
農
業
用
有
機

資
材
を
締
め
出
す
不
法
な
行
政

指
導
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情

〔
陳
情
者
〕

　

合
資
会
社　

緑　

源

　
　

社
長　

諸　
　

百
合
子

〔
審
査
の
結
果
〕

　

継　

続

審
査
結
果

原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
改

善
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る

陳
情

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
県
原
爆
被
害
者
協
議
会

　
　

会
長　

山
田　
　

舜

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択
（
意
見
書
提
出
）

　

平
井
國
雄
議
員
の
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
伊
達
地
方
衛
生
処

理
組
合
議
会
議
員
を
辞
し
た
こ

と
に
伴
い
補
欠
選
挙
が
行
な
わ

れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
井
光
一
議
員

が
指
名
推
薦
さ
れ
た
。

伊達地方
衛生処理組合議会

補欠選挙
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土
地
開
発
公
社
桑
折
町
事
務
所

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

《
事
業
の
実
施
状
況
》

⑴
用
地
取
得
（
買
収
）
及
び
造

成
等

　

土
地
造
成
事
業
事
業
等
の
計

画
は
行
わ
な
か
っ
た
。

⑵
売
却
（
処
分
）

　

年
度
当
初
に
お
い
て
、
面
積

が
四
万
九
千
五
百
二
十
六
・
三

三
㎡
、
金
額
で
十
一
億
八
千
九

百
三
十
四
万
三
千
円
を
計
画
し

た
。
こ
れ
に
対
し
実
績
は
、
公

有
地
取
得
事
業
に
お
い
て
計
画

ど
お
り
行
わ
れ
、
そ
の
他
で
は

桑
折
町
宅
地
造
成
事
業
に
お
い

て
分
譲
完
了
に
な
っ
た
が
、
諸

事
情
に
よ
る
事
業
計
画
の
遅
延

等
に
よ
り
、
面
積
が
五
百
九
十

五
・
七
八
㎡
、
金
額
で
五
百
二

十
四
万
九
千
円
の
処
分
と
な
っ

た
。
内
訳
は
新
和
町
宅
地
造
成

事
業
で
民
間
へ
の
二
件
で
あ
る
。

（
財
務
の
概
況
）

　

平
成
十
九
年
度
末
の
総
資
産

は
十
九
億
二
千
三
百
三
十
八
万

三
千
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し

て
四
千
四
百
七
十
三
万
八
千
円

減
少
し
た
。
主
に
公
有
地
取
得

事
業
や
土
地
造
成
事
業
に
か
か

る
事
業
用
地
処
分
に
よ
る
減
少

で
あ
る
。
負
債
総
額
は
十
八
億

七
千
百
十
三
万
三
千
円
で
、
前

年
度
に
比
較
し
て
五
千
百
七
十

八
万
四
千
円
減
少
し
た
。
こ
れ

は
主
に
長
期
借
入
金
の
減
少
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
当
該

年
度
の
事
業
収
益
は
五
千
百
九

十
七
万
六
千
円
で
、
こ
れ
に
対

す
る
事
業
原
価
は
二
千
五
百
二

十
四
万
九
千
円
で
あ
り
、
事
業

総
利
益
は
二
千
六
百
七
十
二
万

七
千
円
と
な
っ
た
。
販
売
費
及

び
一
般
管
理
費
、
事
業
外
収
益

（
受
取
利
息
）、
事
業
外
費
用

（
支
払
利
息
）
を
加
減
し
、
七

百
四
万
六
千
円
の
経
営
利
益
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
自
己
資

本
金
は
五
千
二
百
五
万
円
と

な
っ
た
。

財
団
法
人　

桑
折
町
振
興
公
社

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

《
事
業
概
要
》

⑴
地
域
振
興
事
業

　

①
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
調

査
研
究
、
保
存
育
成
事
業

と
し
て
「
か
じ
か
蛙
」「
源

氏
ボ
タ
ル
」
等
の
Ｐ
Ｒ
を

他
団
体
と
連
携
を
取
り

産
ヶ
沢
川
の
周
辺
整
備
と

蛍
の
増
殖
を
図
っ
た
。

　

②
地
場
産
業
の
振
興
に
関
す

る
調
査
研
究
開
発
事
業
と

し
て
、
地
元
産
の
農
産
物

を
使
用
し
た
食
材
の
開
発

（
ぶ
ど
う
、
栗
、
あ
ん
ぽ

柿
の
ア
イ
ス
、
ピ
ー
チ
パ

イ
、
桃
果
肉
入
レ
ア
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
、
デ
ザ
ー
ト
、

木
綿
豆
腐
）
等
の
開
発
、

販
売
を
行
っ
た
。

　

③
イ
ベ
ン
ト
企
画
実
践
事
業

　

・
祇
園
囃
子
太
鼓
ま
つ
り

　

・
蛍
と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ラ
イ
ブ

　

・
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
と
夕
涼
コ

ン
サ
ー
ト

　

・
健
康
ヨ
ー
ガ
教
室

　

・
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

　

・
秋
の
収
穫
祭

　

・
新
そ
ば
ま
つ
り

　

・
歌
謡
シ
ョ
ー

　

・
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ー

　

・
雪
見
の
宴

　

・
東
北
地
方
の
昔
話

⑵
施
設
の
運
営
管
理
業
務
受
託

事
業

　

①
公
共
施
設
の
運
営
管
理
業

務
受
託

　

・
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
業
務

　
　

（
四
月
〜
八
月
）

地
域
周
辺
の
自
然
環
境
、

歴
史
的
資
源
の
総
合
的
な

活
用
、
さ
ら
に
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
効
率
的

な
運
用
と
合
理
的
な
管
理

運
営
を
行
う
た
め
、
町
か

ら
運
営
管
理
業
務
を
受
託

し
た
。

町
が
出
資
金
を
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況―
―

六
月
定
例
会
報
告
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財
団
法
人　

桑
折
町
文
化
記
念
館

　

・
産
ヶ
沢
緑
地
管
理
業
務

（
産
ヶ
沢
川
親
水
公
園
）

を
桑
折
町
民
研
修
セ
ン

タ
ー
と
一
体
的
に
管
理
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
極
め

細
か
で
合
理
的
な
管
理
に

つ
な
が
る
よ
う
町
か
ら
受

託
し
た
。

⑶
収
益
事
業

　

①
食
堂
の
営
業
、
飲
食
物
の

提
供

　

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
自
動
販
売

機
に
よ
る
販
売
、
地
場
産

品
、
土
産
品
等
の
販
売
を

行
な
っ
た
。

平成19年度「うぶかの郷」営業状況報告

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

《
旧
伊
達
郡
役
所
》

　

⑴
サ
ン
フ
ォ
トこ

お
り
写
真
展

　
　
　

（
８
／
14
〜
８
／
19
）

　
　
　

五
百
十
四
名
入
館

　

⑵
掘
り
起
こ
さ
れ
た
桑
折
町

の
歴
史
展
Ⅱ
資
料
展

　
　
　

（
９
／
19
〜
10
／
21
）

　
　
　

七
百
十
名
入
館

　
　

総
入
館
者
数

　
　
　

千
二
百
二
十
四
名

《
種
徳
美
術
館
》

　

⑴
狩
野
派
展

　
　
　

（
４
／
１
〜
６
／
28
）

　
　
　

四
百
十
名
入
館

　

⑵
名
品
展

　
　
　

（
７
／
１
〜
９
／
25
）

　
　
　

四
百
四
名
入
館

　

⑶
桑
折
ゆ
か
り
の
画
家

　
　
　

（
９
／
30
〜
11
／
25
）

　
　
　

三
百
四
十
一
名
入
館

　

⑷
書
の
世
界

　
　
　

（
11
／
30
〜
12
／
24
）

　
　
　

百
二
名
入
館

　

⑸
花
鳥
図
展

　
　
　

（
１
／
４
〜
３
／
28
）

　
　
　

二
百
九
十
四
名
入
館

　

企
画
展
入
館
者
総
数

　
　

千
五
百
五
十
一
名

項　　目 内　容　等 平成18年度 平成19年度 比　　較 対前年比

施設使用料

宿　泊
大人 2,977人 3,052人 75人 102.5％

小人 244人 281人 37人 115.2％

宿泊使用料 11,143,755円 11,150,285円 6,530円 100.1％

部屋使用件数 375件 370件 △5件 98.7％

部屋使用料 1,151,852円 983,010円 △168,842円 85.3％

使用料合計 12,295,607円 12,133,295円 △162,312円 98.7％

浴場使用等

現金入湯
大人 42,446人 39,580人 △2,866人 93.2％

小人 2,435人 2,237人 △198人 91.9％

券利用入湯
大人 10,904人 11,032人 128人 101.2％

小人 174人 210人 36人 120.7％

計 55,959人 53,059人 △2,900人 94.8％

入湯券販売
大人 672冊 597冊 △75冊 88.8％

小人 15冊 19冊 4冊 126.7％

入 湯 料 25,487,750円 23,624,450円 △1,863,300円 92.7％

（内入湯税） 8,449,050円 8,049,300円 △399,750円 95.3％

雑 収 入 雑　　入 35,370円 71,010円 35,640円 200.8％

公 益 事 業 計 37,818,727円 35,828,755円 △1,989,972円 94.7％

宿 泊 ・ 宴 会 食 事 27,226,731円 28,161,956円 935,225円 103％

食　　　　　　　　　堂 12,163,613円 11,680,316円 △483,297円 96％

計 39,390,344円 39,842,272円 451,928円 101％

飲 み 物 ・ 自 販 機 8,650,935円 8,611,743円 △39,192円 99.5％

お 土 産 等 2,705,672円 5,309,154円 2,603,482円 196％

収 益 事 業 計 50,746,951円 53,763,169円 3,016,218円 105.9％

月
平成 18年度 平成 19年度 増　　　減

入館者数 入　館　料 入館者数 入　館　料 入館者数 入　館　料

4 477 25,450 176 25,500 △301 50

5 122 23,450 156 23,790 34 340

6 76 13,790 83 16,000 7 2,210

7 128 23,260 110 21,300 △18 △1,960

8 177 20,100 185 23,700 8 3,600

9 90 15,560 129 22,380 39 6,820

10 306 48,840 181 28,590 △125 △20,250

11 136 14,400 137 11,350 1 △3,050

12 49 9,500 100 19,300 51 9,800

1 262 35,600 106 12,000 △156 △23,600

2 98 17,930 75 14,700 △23 △3,230

3 117 21,580 119 23,400 2 1,820

計 2,038名 269,460円 1,557名 242,010円 △481名 △27,450円

入館者及び入館料
平成 18 年・19 年度 4月〜 3月の比較
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

抜
本
的
改
革
を
求
め
る
意
見
書

発議第 14 号

後期高齢者医療制度の抜本的改革を求める意見書

　本町議会は昨年 11 月、「後期高齢者医療制度の凍結を求める意見書」

を提出したところである。本制度は本年 4 月 1 日より施行されたが、

その結果、この制度は国民の厳しい批判に直面することとなった。その

問題点は主に次の 4 点にある。

１．75 歳をもって後期高齢者として新たな制度への加入を強制し、収

入がなくこれまで「扶養家族」だった人からも保険料を徴収する制度

の導入。

２．保険料の年金天引き。

３．二年ごとの保険料見直しで医療費や人口が増えることで自動的に引

きあがる仕組み。

４．後期高齢者の心身の特性を理由にした差別医療の導入と、保険料滞

納者からの保険証取り上げ。

　これらの問題は見直しでは到底解決できるものではない。

　よって、政府並びに国会は、高齢者が安心して医療を受けられるよう、

後期高齢者医療制度の廃止も視野に入れ、本制度の抜本的改革を強く要

望する。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

平成 20 年 6 月 24 日

福島県伊達郡桑折町議会議長　高橋　宣博

内閣総理大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、参議院議長　宛

高齢者が安心して

　　　　医療を受けられるように

全会一
致
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発議第 15 号

平井國雄議員対する辞職勧告決議

　平井國雄議員は、去る 6 月 1 日、酒に酔っ

て知人男性に暴行を加えた。相手方とは和解

したとはいえ、今回の行為は桑折町民の信託

を受けた桑折町議会議員としての自覚を欠き、

恥ずべきものである。また、町民の信頼を踏

みにじり、町議会の品位と権威を著しく失墜

させたことは、断じて許されるものではない。

　よって、桑折町議会は、平井國雄議員が今

回の行為の社会的、道義的責任を真摯に受け

止め、公人として自らの責任を痛感し、速や

かに町議会議員を辞職することを強く求める。

　以上、決議する。

桑折町議会

発議第 16 号

議員倫理条例制定に関する決議

　桑折町議会は、これまで長年に亘り議会活性化

に取り組み、その基本である「議員自らの意識改

革と自己研鑽」においては、個々の議員が町民の

代表者として自らの立場と行動について自己点検、

自己評価を行いながら活動してきたところである。

　しかしながら、今般、一議員による不祥事によ

り、辞職勧告決議を行う事態となったことは誠に

遺憾である。我々は、この現実を直視し、改めて、

町民全体の奉仕者として人格と倫理の更なる向上

に努めるよう、『議員倫理条例」の早急なる制定を

目指すものである。

　以上、決議する。

桑折町議会

　

第
三
回
伊
達
郡
町
議
会
議

員
大
会
が
五
月
二
十
九
日
福

島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
・
国
見
町
・
川
俣
町
・

飯
野
町
の
町
議
会
議
員
約
六

十
名
の
出
席
の
も
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
議
会
か
ら
提
出
さ

れ
た
国
・
県
に
対
す
る
要
望

事
項
八
件
を
全
会
一
致
で
承

認
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
伊

達
市
長
仁
志
田
昇
司
氏
に
よ

る
講
演
「
伊
達
市
の
目
指
す

も
の
（
合
併
、
そ
の
後
の
課

題
）」
が
行
な
わ
れ
、
市
長

と
各
議
員
と
の
意
見
交
換
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
真
の
地
方
分
権
改

革
の
実
現
と
町
村
財
政
基
盤

の
強
化
の
実
現
を
内
容
と
す

る
決
議
を
採
択
し
閉
会
し
ま

し
た
。

《
桑
折
町
関
連
提
出
事
項
》

◯
国
道
四
号
伊
達
拡
幅
四
車
線

化
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

◯
国
道
四
号
線
拡
幅
に
伴
う

歩
橋
存
続
に
つ
い
て

◯
県
道
飯
坂
・
桑
折
線
未
改

良
区
間
の
整
備
促
進
に
つ

い
て

◯
地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い

て
「
公
立
藤
田
総
合
病
院

へ
の
県
の
強
力
な
支
援
要

望
（
常
勤
医
師
の
確
保
）」

第
三
回

伊
達
郡
町
議
会
議
員
大
会
開
催

　議会は、平井國雄議員に対して、今回の行為の

社会的、道義的責任を真摯に受け止め、公人とし

て自らの責任を痛感し、速やかに議員を辞職する

ことを求め、決議した。

　長年に亘り議会活性化に取り組み、自らの意識改革

と自己研鑚について自己点検、自己評価を行いながら

活動してきたが、改めて、町民全体の奉仕者として人

格と倫理の更なる向上に努めるよう、議員倫理条例の

早急なる制定を決議した。

「議員倫理条例」
早急なる制定に向け決議

平井國雄議員に対する
辞職勧告決議

全会一致で可決
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調

査

結

果

　６月定例会において、各常任委員会に付託されていた調

査事件の調査結果が委員長より、次の通り報告されました。

　

道
水
路
改
良
要
望
促
進
の
た

め
、
低
コ
ス
ト
施
工
方
法
に
つ

い
て
調
査
を
し
、
そ
の
結
果
を

ま
と
め
六
月
定
例
会
に
報
告
し

ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
全
文
を
紹
介
し

ま
す
。

も
な
く
特
段
の
対
策
も
講
ぜ
ら

れ
る
こ
と
な
く
日
を
送
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
行
政
に
対
す
る
失

望
感
と
あ
き
ら
め
に
な
り
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

失
い
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。

二
、
道
水
路
整
備
促
進
の
た

め
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
見
通
し
は
き
わ
め

て
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

十
年
前
の
平
成
十
年
度
一
般

会
計
予
算
に
お
け
る
建
設
事
業

費
は
、
金
額
に
お
い
て
約
九
億

円
（
構
成
比
十
九
・
三
％
）
で

あ
っ
た
が
、
本
年
度
の
同
予
算

は
二
億
七
千
万
円（
構
成
比
六
・

八
％
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
桑
折

町
自
立
ビ
ジ
ョ
ン
で
予
測
し
た

投
資
的
経
費
、
三
億
五
千
万
円

を
は
る
か
に
下
回
る
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
今
後
も

続
く
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
住
民

の
要
望
に
応
え
る
為
に
は
、
幹

線
の
道
水
路
整
備
は
行
政
施
工

に
よ
る
と
し
て
も
、
枝
線
的
な

道
水
路
整
備
は
、
住
民
と
の
協

働
に
よ
る
低
コ
ス
ト
施
工
の
拡

大
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
方
向
は
す
で
に

自
立
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
う
た

わ
れ
て
お
り
、
前
産
業
建
設
常

任
委
員
会
の
調
査
報
告
に
お
い

て
も
そ
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
自
立
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
後
三
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
方
針
を
実
施

に
移
す
た
め
の
積
極
的
措
置
は

講
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今

後
は
こ
の
こ
と
へ
の
反
省
を
も

と
に
、
す
み
や
か
に
行
政
主
導

の
も
と
で
の
「
住
民
と
の
協
働

に
よ
る
低
コ
ス
ト
施
工
・
桑

折
方
式
（
仮
称
）」
を
確
立
し
、

積
極
的
推
進
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。

三
、「
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

低
コ
ス
ト
施
工
・
桑
折
方
式（
仮

称
）」
の
推
進
に
関
し
、
そ
の

た
め
の
積
極
的
予
算
措
置
を
前

提
に
、
本
委
員
会
と
し
て
次
の

事
項
を
当
局
に
提
言
す
る
も
の

で
あ
る
。

事
業
名
に
つ
い
て

　

新
た
な
施
策
の
展
開
と
し
て

町
民
に
理
解
さ
れ
協
力
を
得
ら

れ
や
す
く
す
る
た
め
、
現
在
の

「
原
材
料
支
給
制
度
」
に
か
え
、

新
た
な
事
業
名
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

例「
み
ん
な
で
一
緒
に
道（
水
路
）

つ
く
り
事
業
」

町
内
会
へ
の
趣
旨
徹
底

　

自
立
の
町
づ
く
り
を
す
す
め

る
一
環
と
し
て
の
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
、
す
べ
て
の
町
内
会

に
事
業
内
容
を
徹
底
す
る

事
業
の
計
画
的
実
施

　

施
工
時
期
を
春
と
秋
の
一
定

の
時
期
に
設
定
し
、
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
施
工
申
し
込
み
を
受
け

付
け
る
な
ど
し
て
、
計
画
と
実

施
の
年
間
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
。

推
進
体
制
の
強
化
確
立

　

技
術
者
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
町
内
会
で
も
工
事

施
工
を
可
能
と
す
る
た
め
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、
及
び
現
場
管
理

者
等
の
必
要
人
員
を
確
保
し
推

進
体
制
を
確
立
す
る
。

道
水
路
改
良
促
進
へ
四
つ
の
提
言

 

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
は
平
成
二
十
年
三

月
定
例
会
所
管
事
務
調
査
報
告

に
お
い
て
、
道
水
路
の
改
良
要

望
が
百
六
十
三
件
に
も
及
ん
で

お
り
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え

て
い
く
こ
と
は
困
難
な
状
況
に

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

そ
の
後
か
か
る
現
状
打
開
の

た
め
、
道
水
路
財
源
確
保
を
見

通
し
て
低
コ
ス
ト
施
工
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
た
が
、
そ
の
結

論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
当
局
は
住
民
の
道
水
路
改

良
要
望
が
百
六
十
三
件
に
も
達

し
て
い
る
現
実
を
直
視
し
、
こ

の
解
決
を
当
面
す
る
重
要
課
題

と
位
置
づ
け
対
処
す
べ
き
で
あ

る
。
数
多
く
の
地
域
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
が
実
現
の
見
通
し

委員会レポート

《

提

言

》
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議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
平

成
十
九
年
度
第
十
三
回
臨
時
議

会
（
十
月
二
十
二
日
開
会
）
に

お
い
て
、
閉
会
中
の
所
管
事
務

調
査
事
件
と
し
て
「
議
会
改
革

活
性
化
方
策
の
確
立
・
推
進
に

つ
い
て
」
を
取
り
上
げ
、
改
選

後
に
お
け
る
議
会
活
性
化
の
具

体
的
方
策
を
確
立
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

議
会
活
性
化
に
関
し
て
は
、

議
会
運
営
委
員
会
の
み
な
ら
ず

議
員
全
員
で
取
り
組
む
べ
き
と

の
考
え
か
ら
、

①
議
員
自
ら
の
意
識
改
革
と

自
己
研
鑽

②
批
判
と
監
視
機
能
の
強
化

③
政
策
立
案
・
提
言
活
動
の充

実

④
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
の確

立

の
四
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て

全
議
員
か
ら
各
々
の
考
え
を
レ

ポ
ー
ト
と
し
て
提
出（
十
二
月
）

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
基
に
議

会
活
性
化
の
具
体
的
方
策
を
ま

と
め
上
げ
、
こ
こ
に
中
間
報
告

す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
六
月
初
め
に
起
き
た

一
議
員
の
不
祥
事
に
関
し
ま
し

て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
そ
の
対
応
に
つ
い
て
話
し

合
う
な
か
で
、
こ
う
し
た
現
実

を
直
視
し
、
議
会
活
性
化
に
あ

た
る
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

改選後も引き続き議会活性化を　　　　

― 具体的方策に関して中間報告 ―　　

　

平
成
十
九
年
十
月
改
選
前
の

第
一
次
活
性
化
お
よ
び
第
二
次

活
性
化
に
お
け
る
議
会
活
性
化

取
り
組
み
の
成
果
を
活
か
し
つ

つ
、
引
き
続
き
議
会
活
性
化
方

策
の
基
本
方
向
と
し
て
前
述
の

①
〜
④
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
て
具
体
的
方
策
を

考
え
、
実
行
す
る
方
針
で
あ
り

ま
す
。

　

議
員
自
ら
の
意
識
改
革
と
自

己
研
鑽

　

⑴
各
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た

レ
ポ
ー
ト
「
新
た
な
議
会

活
性
化
方
策
の
基
本
方
向

に
関
す
る
意
見
」
を
、
今

期
の
活
性
化
取
り
組
み
の

出
発
点
と
位
置
づ
け
、
お

互
い
に
啓
発
し
合
う
。

　

⑵
常
に
住
民
の
目
線
に
立
ち
、

代
表
者
と
し
て
の
自
ら
の

立
場
と
行
動
に
つ
い
て
自

己
点
検
、
自
己
評
価
を
行

い
な
が
ら
議
会
活
動
に
あ

た
る
。

　

⑶
「
議
員
必
携
」「
分
権
時

代
に
対
応
し
た
新
た
な
町

村
議
会
の
活
性
化
方
策
」

「
地
方
議
会
人
」
等
の
議

会
活
動
に
関
す
る
基
本
的

分
権
や
資
料
か
ら
学
ぶ
。

　

⑷
議
員
の
責
務
等
を
規
定
す

る
『
桑
折
町
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
』
の
九
月
定

例
会
で
の
制
定
を
目
指
す
。

　

批
判
と
監
視
機
能
の
強
化

　

⑴
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
発
揮

を
議
会
機
能
の
根
幹
と
し

て
位
置
づ
け
、
各
議
員
が

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に

発
揮
す
べ
く
議
会
活
動
に

あ
た
る
。

　

⑵
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
機
関
に
疑
問
点
を
質
す

「
一
般
質
問
」
の
積
極
化
、

活
発
化
を
図
る
。

　

⑶
議
案
審
議
、
委
員
会
審
査
、

議
案
調
査
の
た
め
に
十
分

な
時
間
の
と
れ
る
会
期
日

程
の
確
保
に
努
力
す
る
。

　

⑷
定
例
会
ご
と
に
各
議
員
か

ら
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
求
め
、

総
括
を
行
い
そ
の
後
に
活

か
す
。

　

政
策
立
案
・
提
言
活
動
の
充

実

　

⑴
当
面
す
る
政
策
課
題
に
関

し
て
、
議
員
間
協
議
を
活

性
化
す
る
。

　

⑵
政
務
調
査
会
を
活
用
し
た

定
期
的
な
勉
強
会
を
開
催

す
る
。

　

⑶
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
利
用
し
て
先
進
地
事

例
の
情
報
収
集
を
行
う
。

　

住
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
確

立

　

⑴
住
民
と
の
双
方
向
型
の
議

会
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

　

⑵
議
会
報
告
会
を
開
催
す
る
。

　

⑶
「
議
会
だ
よ
り
」、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
る
。

　

以
上
が
具
体
的
方
策
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
推
進
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
全
員

協
議
会
に
て
協
議
を
行
い
、
実

行
し
、
総
括
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
議
員
全
員
で
取
り
組
み
、

実
行
に
移
せ
る
具
体
策
は
即
実

行
す
る
方
針
で
す
。

調

査

結

果

《
具
体
的
活
性
化
方
策
》

議 会 運 営 委 員 会
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備
費
か
ら
七
十
一
万
円
を
充
当

し
施
設
改
良
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

次
に
地
方
自
治
法
改
正
に
よ

り
、
特
別
職
の
収
入
役
制
度
を

廃
止
し
会
計
管
理
者
を
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
年
度
末
整
理
で

歳
出
の
不
用
残
見
込
み
額
二
十

五
万
八
千
円
を
予
備
費
に
追
加

し
た
も
の
で
す
。

　

し
尿
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
を

七
億
四
千
八
百
六
十
万
九
万
一

千
円
と
す
る
も
の
で
主
な
内
容

は
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
の
施
工
管
理
業
者
破

産
事
件
の
件
で
出
来
高
分
精
算

九
十
二
万
七
百
六
十
九
万
円
の

和
解
金
、
弁
護
士
費
用
三
十
三

万
円
を
補
正
、
交
付
金
増
額
に

よ
る
財
源
組
替
及
び
年
度
未
整

理
を
し
た
も
の
で
す
。

　

ご
み
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
で
事
業
系
ご
み
搬
入
量

減
少
に
よ
る
処
理
手
数
料
減
額

分
五
百
七
十
万
円
等
に
伴
い
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
十
億
一

千
八
百
九
十
一
万
六
千
円
と
し

た
も
の
で
す
。

　

伊
達
地
方
消
防
組
合
本
部
に

於
て
、
定
例
会
が
開
催
さ
れ
先

に
、
正
副
議
長
の
選
挙
に
お
い

て
、
副
議
長
に
は
伊
達
市
議
会

選
出
の
大
條
一
郎
君
、
議
長
に

は
桑
折
議
会
選
出
の
松
山
善
二

君
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

監
査
委
員
の
選
任
は
識
見
者
と

し
て
梁
川
の
大
橋
彰
氏
、
議
員

か
ら
は
伊
達
市
議
員
中
村
正
明

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
飯
野

町
と
福
島
市
と
の
合
併
に
伴
う

事
務
委
託
に
関
す
る
議
決
議
案
、

合
併
に
伴
う
組
合
関
係
条
例
の

改
正
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
及
び
平
成
二
十
年
度
一
般

会
計
予
算
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
予

算
総
額
は
十
五
億
二
千
六
百
七

十
万
円
で
、
桑
折
町
の
分
担
金

は
一
億
六
千
七
百
七
十
五
万
円

で
あ
り
ま
す
。
構
成
市
町
の
厳

し
い
財
政
事
情
も
ふ
ま
え
分
担

金
の
削
減
を
図
る
べ
く
編
成
さ

れ
、
前
年
度
に
比
較
し
人
件
費
、

維
持
補
修
費
、
補
助
費
、
公
債

費
等
減
額
に
な
り
ま
し
た
が
、

物
件
費
に
お
い
て
年
々
増
加
す

る
救
急
需
要
に
対
応
す
る
為
の

除
細
動
器
等
救
急
資
器
材
経
費

　

去
る
三
月
二
十
八
日
伊
達
地

方
衛
生
処
理
組
合
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
ま
ず
専
決
処
分

の
承
認
の
件
で
、
し
尿
処
理
場

の
施
設
か
ら
の
悪
臭
発
生
に
よ

る
住
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

た
為
、
特
別
会
計
を
補
正
し
予

決
算
見
込
み
に
よ
る
年
度
未
整

理
で
、
損
失
額
を
単
年
度
収
支

九
億
四
百
五
十
一
万
三
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
年
度
公
立
藤
田
病

院
組
合
会
計
予
算

・
事
業
収
益

　

五
十
億
七
千
百
九
十
八
万
九 

千
円
（
対
前
年
比
一
・
四
％
増
）

・
事
業
費
用

　

五
十
八
億
七
千
八
百
十
九
万 

八
千
円
（
対
前
年
比
二
・
三
％

減
）

・
差
引　

八
億
六
百
二
十
万
九

千
円
の
支
出
超
過

構
成
市
町
よ
り
一
億
三
千
万
円

の
特
別
負
担
金
に
よ
り
資
金

シ
ョ
ー
ト
を
免
れ
る
も
の
で
す
。

　

資
本
的
収
支
は
、
約
五
億
円

で
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

※
尚
、
構
成
市
町
か
ら
の
繰
出

し
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年

度
中
に
負
担
額
と
負
担
割
合
を

決
定
す
る
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

本
年
度
定
例
会
の
提
出
議
案

は
、
条
例
改
正
四
件
、
予
算
関

係
二
件
で
し
た
。

　

公
立
藤
田
病
院
組
合
病
院
事

業
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、「
腎

臓
内
科
」
の
標
榜
が
可
能
に
な

り
、
ま
た
病
床
利
用
率
七
十
％

以
上
を
維
持
す
る
た
め
二
十
四

床
削
減
し
、
全
体
の
病
床
数
を

三
百
十
一
床
と
す
る
も
の
で
す
。

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
職
員
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
平
成
十

九
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る

職
員
の
各
種
手
当
を
改
正
し
た

も
の
で
す
。

　

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
出
来
る
契
約
に
関
す
る

条
例
は
、
物
品
借
り
入
れ
る
契

約
や
役
務
提
供
を
受
け
る
契
約

で
、
組
合
に
と
っ
て
経
済
的
に

有
利
に
す
る
も
の
で
す
。

　

病
院
使
用
料
及
び
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

高
齢
者
の
医
療
に
関
す
る
法
律

等
の
改
正
に
伴
な
う
も
の
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
公
立
藤
田
病

院
組
合
会
計
補
正
予
算
は
、
今

ま
で
の
医
療
実
績
を
勘
案
し
、

一部事務組合議会の報告（平成20年度予算）

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

及
び
個
人
装
備
の
機
能
向
上
の

為
の
防
火
衣
更
新
経
費
、
消
防

施
設
整
備
事
業
に
お
い
て
は
計

画
予
定
だ
っ
た
東
分
署
訓
練
場

拡
張
整
備
、
北
分
署
水
槽
付
ポ

ン
プ
車
、
東
分
署
ポ
ン
プ
車
、

南
分
署
小
型
ポ
ン
プ
更
新
等
、

で
あ
り
前
年
対
比
で
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

職
員
技
術
向
上
の
為
の
救
急

救
命
士
養
成
研
修
や
大
量
退
職

者
に
伴
う
新
規
採
用
職
員
の
県

消
防
校
や
消
防
大
学
校
各
種
専

門
教
育
入
校
経
費
等
も
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
に
於
け
る
事
業
は

現
状
の
消
防
体
制
維
持
を
重
点

に
、
車
両
等
の
計
画
的
な
更
新

や
消
防
防
災
電
子
化
対
策
、
職

員
補
充
に
よ
る
新
採
用
職
員
に

係
る
経
費
等
を
主
眼
と
し
て
構

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

公

立

藤

田

病

院

組

合

伊

達

地

方

消

防

組

合

伊

達

地

方

衛
生
処
理
組
合
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本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総

額
は
六
千
四
百
四
十
万
円
、
前

年
度
比
二
百
二
十
万
円
、
三
・

五
％
増
と
な
り
、
当
町
の
組
合

分
賦
金
は
一
千
四
百
六
万
円
に

な
り
ま
す
。

　

し
尿
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
総
額
は
六
億
六
千
八
百
四
十

万
円
、
前
年
度
比
十
億
三
千
二

百
六
十
万
円
減
、
六
十
・
七
％

減
と
な
り
、
継
続
事
業
で
あ
る

し
尿
処
理
施
設
の
完
成
は
二
十

一
年
三
月
予
定
。

　

組
合
分
賦
金
六
千
二
百
六
十

八
万
六
千
円
で
桑
折
町
分
一
千

六
百
九
十
二
万
六
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

ご
み
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
総
額
は
、
九
億
八
千
七
百
八

十
万
円
、
前
年
度
比
一
千
二
百

三
十
万
円
、
一
・
二
％
減
と
な

り
、
組
合
分
賦
金
は
四
億
七
千

五
百
二
十
四
万
九
千
円
で
桑
折

町
は
、
五
千
六
百
九
十
一
万
二

千
円
と
な
り
ま
す
。
因
み
に
桑

折
町
の
本
年
度
組
合
分
賦
金
総

額
は
八
千
七
百
八
十
九
万
円
で
、

前
年
度
対
比
七
十
五
万
八
千
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
水
道
用
水
供
給
事

業
会
計
予
算
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

《
業
務
の
予
定
量
》

・
年
間
総
給
水
量

　

四
千
三
百
四
十
四
万
八
千
九

百
七
十
八
立
方
メ
ー
ト
ル

《
収
益
的
収
入
及
び
支
出
》

・
収
益
的
収
入

　

四
十
五
億
八
千
七
百
七
十
八

万
四
千
円

・
収
益
的
支
出

　

四
十
四
億
五
千
三
十
六
万
六

千
円

《
資
本
的
収
入
及
び
支
出
》

　

十
二
億
七
千
九
百
万
六
千
円

（
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資

金
を
も
っ
て
補
填
）

◎
本
年
度
の
主
な
事
業

・
水
道
用
水
取
水
及
び
浄
化
施

設
維
持
管
理
費

　

十
一
億
八
千
二
百
十
八
万
円

・
送
水
施
設
維
持
管
理
費

　

二
億
千
九
百
六
十
万
円

・
営
業
活
動
関
連
費

　

一
億
四
千
三
百
七
十
七
万
円

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別

会
計
予
算
総
額
は
、
五
億
六
千

百
八
万
円
で
、前
年
比
三
・
五
％

の
減
で
、
主
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
収
入
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
桑
折
町
の
負
担
金
は
六

百
九
十
万
円
で
前
年
度
よ
り
十

二
万
円
の
減
で
す
。

　

介
護
保
険
事
業
費
特
別
会
計

予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
四
千
三
百
六
十
九
万
円
で

あ
り
、
歳
入
で
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
収
入
が
一
億
二
千
七
百
二
十 

三
万
円
、
繰
越
金
が
千
三
百
九 

十
九
万
円
、
諸
収
入
が
四
十
六 

万
円
で
す
。
歳
出
で
は
総
務
費

四
千
七
百
二
十
八
万
円
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
費
が
九
千
四
百
四
十 

万
円
、
予
備
費
が
二
百
万
円
で

す
。

　

本
年
度
福
島
地
方
広
域
行
政

事
務
組
合
一
般
会
計
予
算
総
額

は
二
千
五
百
四
十
一
万
円
で
前

年
比
一
・
五
％
の
減
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
分
担
金
及
び
負

担
金
三
百
八
十
一
万
円
の
増
、

繰
越
金
四
百
二
十
万
円
の
減
、

歳
出
で
は
、
議
会
費
八
万
円
の

減
、
総
務
費
二
十
万
円
の
減
で

あ
り
、
桑
折
町
の
負
担
金
は
百

十
一
万
八
千
円
で
、
前
年
比
十

四
・
三
％
の
増
で
す
。

　

福
島
地
方
拠
点
都
市
地
域
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
事
業
費
会
計

予
算
は
総
額
二
千
六
十
一
万
円

で
、
前
年
比
二
十
一
・
七
％
の

増
で
す
。
歳
入
増
の
主
な
も
の

は
、
繰
越
金
二
百
二
十
七
万
円

で
あ
り
、
歳
出
増
の
主
な
も
の

は
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金

利
子
積
立
金
で
す
。

福
島
地
方
水
道

用
水
供
給
企
業
団

福
島
地
方
広
域

行
政
事
務
組
合

・
固
定
資
産
減
価
償
却
費

　

十
八
億
七
千
二
百
九
十
万
円

・
企
業
債
利
息

　

八
億
五
千
七
百
二
十
二
万
円

・
企
業
債
償
還
元
金

　

十
二
億
五
千
二
百四

十
五
万
円
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今
回
の
定
例
議
会
開
催
は
、

休
日
だ
か
ら
傍
聴
人
も
多
い
の

で
は
と
思
っ
た
が
、
十
名
前
後

と
少
人
数
で
特
に
曜
日
に
関
係

は
な
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
。

一
般
質
問
は
六
名
の
議
員
に
よ

る
も
の
で
、
提
出
議
案
内
容
か

ら
終
了
ま
で
傍
聴
し
た
か
っ
た

が
午
前
中
で
退
場
し
た
。
配
布

資
料
の
一
般
質
問
通
知
書
に
は
、

質
問
事
項
と
要
旨
が
詳
細
に
記

さ
れ
て
お
り
大
変
参
考
と
な
る

も
の
で
、
町
の
答
弁
内
容
に
つ

い
て
は
「
議
会
だ
よ
り
」
に
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

特
に
質
問
項
目
中
、
福
島
蚕

糸
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

三
議
員
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て

い
る
が
、
蚕
糸
跡
地
及
び
旧
中

学
校
跡
地
等
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
常
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
私
的
な
考
え
を
述
べ
さ

せ
て
も
ら
う
。

　

蚕
糸
跡
地
に
つ
い
て
町
の
基

本
的
な
方
針
は
、
半
分
は
商
業

施
設
、
残
り
半
分
は
公
園
に
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
六
月

末
現
在
の
町
の
人
口
は
一
万
三

千
四
百
二
十
六
名
で
あ
る
。
平

成
七
年
か
ら
は
七
百
九
十
五
名

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

要
因
は
出
生
率
が
低
く
死
亡
率

が
高
い
こ
と
で
あ
り
今
後
も
続

く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
ゆ
え

に
、
少
し
で
も
人
口
増
を
図
る

施
策
が
最
も
大
切
な
事
と
思
う
。

第
一
に
、
有
力
企
業
を
誘
致
す

る
こ
と
で
雇
用
創
出
に
よ
る
住

民
（
若
年
層
）
の
転
出
防
止
に

も
な
る
。
ま
た
、
低
価
格
の
住

宅
も
必
要
だ
と
思
う
。

　

旧
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、

人
口
維
持
対
策
と
し
て
幼
児
も

含
め
子
供
達
の
遊
園
地
や
高
齢

者
の
た
め
の
運
動
施
設
等
、
町

民
の
利
用
度
の
高
い
施
設
を
望

む
も
の
で
あ
る
。
一
刻
も
早
く
。

桑
折
　

Ｈ
・
Ｎ

　

町
議
会
の
傍
聴
の
機
会
を
得

て
、
ふ
と
、
こ
の
町
の
将
来
は

ど
う
な
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
と

心
配
に
な
っ
て
き
た
。

　

蚕
糸
跡
地
利
活
用
や
行
財
政

改
革
問
題
な
ど
、
一
向
に
解
決

の
方
向
す
ら
見
え
て
こ
な
い
。

　

コ
ン
サ
ル
に
丸
投
げ
し
、
安

易
な
方
法
で
対
応
し
よ
う
と
し

た
甘
さ
が
災
い
し
毎
議
会
で
問

題
と
さ
れ
、
そ
の
後
の
町
政
の

混
乱
を
招
い
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
向
け
て
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
示
さ
れ
て
い
な
い

し
、
こ
の
後
の
進
行
管
理
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
さ
え
定
か

で
は
な
い
。
町
長
の
説
明
で
は
、

複
数
の
会
社
か
ら
の
企
画
提
案

は
あ
っ
た
が
「
顔
の
見
え
る
経

営
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
つ

つ
今
後
詰
め
て
行
く
」
と
意
味

不
明
の
答
弁
は
あ
っ
た
が
、
解

決
に
向
け
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
も
行
い
、
一
日
で
も
早
く
問

題
解
決
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ

ろ
う
。

　

今
、
こ
の
町
の
財
政
状
況
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
議
員

自
ら
も
分
析
し
、
町
の
財
政
実

態
を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

町
は
、
全
国
や
県
内
の
類
似

団
体
と
の
財
政
指
標
の
比
較
か

ら
、
財
政
状
況
は
良
い
方
に
あ

る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
十
年
間
の
町
の
重
点
施
策

の
順
位
を
見
る
と
、
今
後
の
方

向
づ
け
も
自
ず
と
違
っ
た
も
の

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
等
、
い
わ
ゆ

る
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含
む
決
算

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
実
態
に
合
っ
た
姿
が
は
っ

き
り
し
、
自
治
体
も
、
生
き
残

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
施
策

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
ま
さ
に
正
念
場
と
な
っ
て

行
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の

目
と
足
で
立
て
る
地
域
の
実
態

に
あ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の

あ
る
施
策
の
展
開
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

伊
達
崎
　

Ｋ
・
Ｔ

席聴傍

議
会
を
傍
聴
し
て

自
ら
の
手
で
解
決
を
！


